
内　容

1　環境・国際理解・情報・福祉・自分自身に関わることなどの課題に主体的に取り組む。

2　自ら課題を見いだし、身近な人・もの等に関わったり、目的にあった方法で調べたりして、自分なりの考えをもつことができる。
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3　課題を設定する力、情報収集・整理分析する力、表現する力を身に付けることができる。

4　課題解決に主体的に取り組み、友だちと協力したり、自分と比較したりして活動や考えを発展させる。

・よく考える子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・思いやりのある子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・たくましい子　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学校の
教育目標

自ら課題を見付け、目的にあった情報を探し、課題に対して探究することができる。
地域の環境や食についての課題を理解し、それに携わる人々の願いが分かる。
様々な人と交流し、自分の生き方や自分たちの住む町のためにできることを知る。

第３・４学年

育てようとする資質や能力
〈知識及び技能〉

〈思考力、判断力、表現力等〉

5　調べたことをもとに主体的に行動したり、自分自身を振り返ったりしてよりよく生きようとする。

「心豊かに、生き生きと自らの課題に取り組む児童の育成」

〈学びに向かう力、人間性等〉

第５・６学年第３・４学年

第５・６学年

地域の自然や環境、福祉など、身近な生活の中から課題を見付け、考えをもつ
ことができる。
人やものとかかわる体験をしたり、資料などから探して調べたりする中で、自然
の素晴らしさや地域の人々の工夫が分かる。

学校や地域の防災 災害から身を守るためにできることの実践

解決方法や手順を考え、見通しをもって課題を解決する。
適切な方法で情報を集め、価値付けたり整理したりしながら考察する。
自分の考えを工夫して効果的に表現し、人に分かりやすく伝える。

課題の解決に向けて見通しをもって計画する。
集めた情報を比較・分類するなどして、共通点や相違点を見付ける。
人に分かりやすく効果的に表現し、伝える。

学習事項学習対象

第３・４学年
課題意識をもって、自分なりの方法を工夫しながら探究活動に取り組もうとする。
友達と協働して探究活動に取り組もうとする。
探究活動を通して、自分にできることを見付けようとする。

第５・６学年
友達と協力して課題解決しようとする。
地域の人・もの・ことに積極的に関わり、調べたことをもとに自分の生活に生か
そうとする。

第４学年

第３学年
地域や学校の特色 学校や地域に対する愛着心と身近な生き物に対する自分との関わり

写真・動画撮影、インターネットの活用、プログラミング

情報（ICTを使った資料・メディアリテラシー・プログラミング）文字入力や音声入力、インターネットの活用、プログラミング

情報（ICTを使った記録・メディアリテラシー・プログラミング）

〇３年生は地域、４年生は防
災、５年生は環境、６年生は食を
主なテーマとする。
〇地域の特性に合わせ、人・も
の・ことを生かした課題解決学習
を行う。
〇探究結果を表現する場を設定
する。

〇児童の実態に即して、課題を見付
けられるようにする。
〇講師による講演会、地域の人から
聞くなどの体験学習を重視する。ま
た、社会や理科など教科を発展させ
た指導をする。
〇思考ツールなどを効果的に用いる
ことで、協働的な学習活動ができる
ようにする。
〇調べた成果を自分の生活に生か
せるよう支援する。

〇全校指導体制として指導にあた
る。
〇地域の人材（商店街、本校卒業
生、地域ボランティア、保護者）　、
施設の利用（福祉施設見学活動な
ど）を、効果的に取り入れながら、
学年中心に指導していく。
〇単元は、プログラミングなどの情
報単元も含め、３単元程度とする。

〇観点別別学習状況を把握するための
評価規準の設定（知識・技能、思考・判
断・表現、主体的に学習に取り組む態
度）
〇指導と評価の一体化の充実（単元の
ねらいとの関わり）
〇ふりかえり等を生かした、個人内評価
を重視する。

プレゼンテーションアプリの活用、インターネットの活用、プログラミング
環境問題への関心・興味、自分たちにできることの実践環境と自然

情報（ICTを活用した情報収集・メディアリテラシー・プログラミング）

指導体制指導方法

第５学年

学習活動

プレゼンテーションアプリの活用、インターネットの活用、プログラミング

第６学年
情報（メディアリテラシー・プログラミング・目的に合った活用）

学習の評価

自己の将来 身近な大人や働く人とのかかわり、自分の成長と未来

地域の特色と身近な食生活 地域の特色や食材についての理解、地産地消や食生活の見直し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称：いちょうタイム

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。
(1) 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。
(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。
(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。

総合的な学習の時間の目標


